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国家による戦死者の顕彰







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アメリカの例は，“United States of Americaʼs Congressional Medal of















































































































(功績)1862年 4月24日，Forts Jacksonと St.Philipを攻撃している時，米
国艦 Varuna号に乗船中，銃撃の司令官として。彼の船は反乱軍のMorgan
号から激しい砲撃を受け，激突して大破した。戦闘の真最中に自分の持ち
場を確保しながら，Martinは敵に損害を与えたが，Varuna号が大破して
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岸に打ち付けられ遂には沈没した。
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